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坪内俊憲　元JICA派遣専門家

ボルネオ保全トラスト・COO

ボルネオ島サバ州からの報告ボルネオ島サバ州からの報告

¾¾熱帯降雨林気候熱帯降雨林気候

¾¾気象変動が少ない（気象変動が少ない（Land Below WindLand Below Wind））

¾¾きわめて高い生物生産性きわめて高い生物生産性

¾¾面積面積7.377.37万万KmKm22

¾¾人口約人口約250250万人万人

¾¾多民族多宗教　多民族多宗教　

¾¾生物生産のインキュベーター生物生産のインキュベーター

¾¾メガダイバーシティ　メガダイバーシティ　

サバ州サバ州
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サバ州の森林植生サバ州の森林植生

サバ州の開発サバ州の開発

戦前の森林伐採方法：戦前の森林伐採方法：100100年サイクル年サイクル

19731973年、森林率年、森林率8686％％

19781978年、伐採量年、伐採量1,3291,329万万mm22　　6060％％が日本へ（戦前が日本へ（戦前
6060年間の合計伐採量をはるかに超える量）年間の合計伐採量をはるかに超える量）

現在の森林率現在の森林率5757％％

プランテーション開発：サトウキビ、タバコ、プランテーション開発：サトウキビ、タバコ、
ゴム、ココナッツ→アブラヤシゴム、ココナッツ→アブラヤシ

原油、ガス開発原油、ガス開発
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ボルネオ生物多様性・生態系保全ボルネオ生物多様性・生態系保全 ((BBEC) BBEC) 
プログラムプログラム

20022002年年22月月 –– 20072007年年11月月

目的：総合的、持続的な保全手法を確立する。目的：総合的、持続的な保全手法を確立する。

サバ州政府、サバ大学、及びサバ州政府、サバ大学、及びNGONGOが合同で実施。が合同で実施。

国際協力機構（国際協力機構（JICAJICA））支援。支援。

44コンポーネントコンポーネント ((研究教育、公園管理、生息研究教育、公園管理、生息
域管理、普及啓発）域管理、普及啓発）

野生生物生息域管理コンポーネント野生生物生息域管理コンポーネント

目的目的::対象地域において野生生物生息域管対象地域において野生生物生息域管
理の総合的手法を確立すること。理の総合的手法を確立すること。

対象地域対象地域;;タビン、クランバ野生生物保護タビン、クランバ野生生物保護
区とその周辺地域区とその周辺地域

主務機関主務機関::サバ野生生物局サバ野生生物局

実施機関実施機関::森林局、土地管理局、キナバタ森林局、土地管理局、キナバタ
ンガン郡庁、その他。ンガン郡庁、その他。
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サバ州の分断された保護区サバ州の分断された保護区

クランバ野生
生物保護区

キナバタンガン野
生生物聖域保護区

タビン野生生
物保護区

提案セガマ河下流域野生生物保全区提案セガマ河下流域野生生物保全区
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セガマ河下流域野生生物保全区設立セガマ河下流域野生生物保全区設立
州政府閣議によって承認州政府閣議によって承認

セガマ側下流域のボルネオゾウ移動ルートセガマ側下流域のボルネオゾウ移動ルート
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キナバタンガン河下流域キナバタンガン河下流域

不適切な開発に不適切な開発に
よる河川氾濫のよる河川氾濫の
増加増加

河川汚染、多様河川汚染、多様
性の減少性の減少

プランテーションプランテーション
労働者労働者

非合法労働者非合法労働者

小規模プランテー小規模プランテー
ションション

2005年2月撮影

ボルネオゾウの移動ルートを分断するアブラヤボルネオゾウの移動ルートを分断するアブラヤ
シプランテーション開発シプランテーション開発

2005年ボルネオゾウ孤児救出
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サバ州におけるサバ州における
アブラヤシプランテーション開発アブラヤシプランテーション開発

71,29371,2939.929.9216.0716.071,165,4121,165,41220042004

29,19829,19810.9210.926.246.24452,485452,48519941994

2.212.21160,507160,50719841984

年間増加面積年間増加面積

((ha)ha)

年間増加率年間増加率

(%)(%)
国土割合国土割合
（（%%））

アブラヤシ農園アブラヤシ農園
　　((ha)ha)

年年

出典：WWFマレーシア発表

サバ州でのサバ州での
バイオディーゼル新聞報道バイオディーゼル新聞報道
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POICPOIC　　ヤシ油コンビナートヤシ油コンビナート

サバ州におけるヤシ油生産サバ州におけるヤシ油生産((トン）トン）

4,833,1004,833,1002,337,9972,337,9971,136,3501,136,350合計合計

399,039399,039241,889241,889210,029210,029タワウタワウ

149,317149,31744,55744,55746,25746,257クナッククナック

2,167,4952,167,4951,132,9821,132,982411,758411,758ラハダトラハダト

2,167,2492,167,249918,569918,569468,306468,306サンダカンサンダカン

200320031998199819941994港港

2003年、

サバ州における年間アブラヤシ搾油能力2,230万トン

（CPO生産能力452万トン）

出典：IJMプランテーション発表
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推定オランウータン生息数

キナバタンガン河周辺アブラヤシプランテーキナバタンガン河周辺アブラヤシプランテー
ション開発によって分断された保護区ション開発によって分断された保護区

バイオディーゼルへの期待バイオディーゼルへの期待

20052005年年1212月、月、RM 1,400 RM 1,400 ／／トントンCPOCPO　　　　　　　　　　　　
　　　　　　((聞き取り推定粗利率聞き取り推定粗利率4040－５０％）－５０％）

20072007年年11月、月、RM 2,000RM 2,000／／トントン
2020トントンFFBFFB生産／ヘクタール／年生産／ヘクタール／年

44トントンCPOCPO生産／ヘクタール／年生産／ヘクタール／年

失う可能性があるもの。失う可能性があるもの。

1010トンの炭素固着／熱帯林ヘクタール／年トンの炭素固着／熱帯林ヘクタール／年

生物多様性指標で計る持続可能な開発、有限生物多様性指標で計る持続可能な開発、有限
地球生態系と共生する人間社会地球生態系と共生する人間社会
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ボルネオ保全トラストボルネオ保全トラスト

有限地球生態系と共存するために有限地球生態系と共存するために

坪内俊憲坪内俊憲

ボルネオ保全トラストボルネオ保全トラスト

元元JICAJICA派遣専門家派遣専門家


